






井戸出土漆椀

を屈むようにして、総延長200m以上に及ぶ大規模な濠

がみつかっている。濠は、 15世紀から17世紀のものと

考えられている。今回の調査地は、濠の北限から約50

m縞てた地点にあたる。調査では、 13世紀から14世紀

の屋敷地がみつかった。

屋敷地は 2時期に分かれ、このうち13世紀代の集落

は、幅約60cmと小規模な浅い溝で区画されている。調

査区からは 2区画の屋敷がみつかっており、それぞれ

に掘立柱建物、井戸、土坑などがみられる。建物には

建て替えがみられる。

14世紀代になると、屋敷の匹闘が広がり、[R画溝も

i幅約150cmと規模の大きなものになる。溝にはところど

ころ深い部分があり水j留めとしての機能があった可能

J性カまある。

総選跡では、 12世紀'""'-'13世紀になると溝で区画され

た建物群が各地区でみつかっている。ところが、それ

以降の建物群の存在は不明な点、が多く、 15'""'-'17世紀の

大規模な濠にともなう建物等も明らかになってはいな

い。この濠は現集落を囲むようにして存在しているの

で、当該期の集落は、現集落と重複している可能性が

高い。今回みつかった13世紀から14枇紀にかけての屋

敷地は、これまで絡遺跡ではみつかっていなかった時

期まで続くもので、しかも現集落と近接している地点

での発見であることから、 12位紀以降広がった集落と、

15世紀以降の濠をともなう集落との過渡期にあたるも

のとして注目される。

(糊栗東町文化体育掠興事業団雨森智美)

7.弥生時代後期の大型掘建柱建物跡
のじり のじり

栗東町野尻野尻遺跡

屋内棟持柱付建物

として東西700m、南北400mの居住域をもっ大規模集

落である伊勢遺跡の南東部にあたり、守山市域に接し

た地点で検出した大型建物は、近年発見が続いている

大型建物群のーっとして注目される。その規模は桁行

3関 (6.9m)、梁行I間 (5.3m)で、平面積は36.6m2

である。屋内には中軸ライン上に4.5mの柱間で2本の

棟持柱が配霞されている。柱穴堀方は55'""'-'65cmの不整

楕円形で、深さは約65cmである。柱痕跡、は直徒約25cm

で、そのうち 4か所でヒノキ材の柱根が遺存していた。

柱穴の特徴として、伊勢遺跡21次、 28次調査の大型

建物の柱穴に見られるような斜路は明確にはみられな

いが、楕円形掘方の一方に柱を寄せていることは柱を

建てる際の工法として共通する。また、柱の側面に河

原石を詰め込むなど21次の建物例と向様の特徴がみら

れる。なお屋内棟持柱の位置から、この建物は、入母

屋造りの屋根形式に復元される。今回の発見により伊

勢遺跡とその周辺では、数種類の大型掘立柱建物が存

在したことになり、その機能により建物を造り分けて

いた事が推瀦され、弥生後期の集落や社会を考えるよ

で興味深い。

その他の遺構として明治期の貯蔵穴状遺構がある。

長辺170cm、短沼80cm、深さ33cmの土坑で、側面と

には黄色の山砂を 6cmの厚さで塗り臨めている。陶磁

器、瓦を加工した円盤、硯、滑石製の石筆などが廃棄

された状態で出土した。明治7年にこの地に創設され

た小学校「月盛学校jに関わるものであろう。

(腕栗東文化体育振興事業団佐伯英樹)

町が計画する道路新設工事に先立ち約3，000m2の調 霊仙寺遺跡はこれまでの調査で、縄文時代中期、弥

査を実施した。野尻遺跡は]R栗東駅の東に広がる標高 生時代前@中期の遺跡として知られており、周辺地域

96'""'-'98mの沖積低地に立地する遺跡である。調査にょ において比較的早くから開発がなされたことが判明し

り、弥生時代後期の掘立柱建物跡2棟、河道、中@近 ている。

世の土坑等を確認した。河道から北側は守山市を中心 今回の調査は民間の工場建設に先立ち1，350m2の面
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積で実施した。この地点は小字名が堂ノ西ということ

と、試掘時に布団瓦の出土をみていたので、いわゆる

f霊仙寺Jに関連する遺構の検出が期待された。検出

-遺物は以下の通りである。

弥生時代後期調査区の南東から北西に流れる!描10

m、深さ1.3mの河川!と数条の水路で、その関係は12世

紀末から13世紀の溝に切られるため不明確であるが、

おそらく河)11から導水する農業用水路等と思われる。

その水路は 3条の溝が合流する溜まりがあり、そこか

ら2条分水している。幅1.5X4 m、深さ 1mの溜まり

部分には縦杭に横木を組んだ護岸状のものが構築され

ている。

7世紀末から 8世紀前半南北方向に走る幅1m、

深さ30，-."..，40cmの2条の溝が3mの関隠を置き並列して

確認された。溝からは平瓦・丸瓦のf也、各種須恵器が
出土した。また、建物等の柱穴にはならない小穴から

円面碗がI点出土している。

12世紀末から13世紀 3間x2聞の掘立柱建物跡、

i幅3m、深さ40cmの溝、井戸を検出。

以上が調査成果の概略であるが、過去に出土をみな

かった弥生時代後期の遺構を確認したことや、 7世紀

末から 8世紀前半の南北溝、多量の瓦や円部碗の出土

により寺院関連施設の存在する可能性が高まったこと

は大きな成果といえる。

(側)栗東町文化体育振興事業団佐伯英樹)

調査広北西部

栗東町岡遺跡は、古代栗太郡街跡と推定されている

遺跡で、昭和61年度から実施された発掘調査において

は、 fロj字形の配置を持つ建物群や大型倉庫群などの

遺構が検出され、郡街遺構の典型と認識されている。

さて、今回の謂査は名神高速道路拡幅(下り車線)

に伴うもので、調査地点、は遺跡の東限付近と考えられ

てきた場所である。調査の結果検出された遺構は溝2

大溝の掘削状況

条の他、ピットの土坑、古墳などが存在するが、これ

らの中で郡街との関わりが考えられるものとしては、

溝2条が指摘できるのみである。

幅3mを測る大溝は、北から東に3初0

に伸びび、るる。郡街の建設が開始される 7世紀後半に掘部

されるが、郡衝としての機能を本格的に発障する 8世

紀前半代には人為的に埋められた状況が認められる。

一方、 I~高 1mの溝は方向的には大溝とほぼ共通するが、

8世紀前半代に掘削され9世紀頃まで存続している。

関遺跡が最も栄えた時代と一致する。

前者の大溝は規模や形状から、郡街の東限の可能性

を含め、遺跡の中核的な霞画溝のーっと判断される。

一方後者の溝は、せいぜい建物群などの小区画溝にす

ぎない規模である。従って、前者から後者へ、ほほ同

一地点で、しかも人為的埋没を伴つての変遷が確認で

きた点は、郡街の建設が開始され、完成するまでの間

に、計画が変更され、規模を変じていった可能性を示

唆するものである。

今回の諦査は、郡街に伴う建物群などといった華々

しい成果はなかったが、郡街遺構群の成立過程を考え

るうえで、極めて興味深いものがあった。今後類似す

る遺跡との比較から、この成立過程の具体{象に迫りた

いと考えている。

(倒滋賀県文化保護協会細川修平)

今市遺跡は、守山市播磨田町に所在し、昨年度より

県道矢橋・小島線の建設に伴い調査が進められてきて

いる。昨年度の調査では弥生時代中期の方形周溝墓を

2基検出している。今年度は約5，000m2を調査対象とし

て発搬調査を実施した。

調査の結果、小道を挟んだ、北地区では、弥生時代前

期の土坑を 4基、弥生時代中期の方形周溝墓を 7基、

墨書土器が出土した 8世紀を前後する時期の溝を 1条、
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方形周溝墓群と墨書土器が出土した溝

灰袖陶器が出土した溝等を検出した。南地区では、縄

文時代晩期以前の沼状遺構、弥生時代前期の方形周溝

墓を 2基、古墳時代前期の流路等を検出した。

北地区の方形周溝墓は一辺約8mの大きさのものが

主体を占め、主体部は後世の削平を受けていたため確

認することができず、周溝内土坑や周溝内ピット等も

明確なものは検出できなかった。これらの方形周溝墓

のうち 6基は溝を共有するタイプのものであるが、一

番南側で検出した方形周溝墓は溝を共有しない単独墓

の可能性がある。弥生時代前期の土坑を北地区の南端

で検出したが、饗・査が出土する土坑の{也、欝製石斧

が出土した土坑も存在した。土坑からは高い確率で遺

物が出土していることから、土拡墓等の可能性も考え

られる。 8世紀を前後する溝からは、墨書土器の他、

同時代に比定される須恵器、土師器等が数点出土して

いる。墨書は 7世紀第四半期に比定される須恵器蓋の

内面に 4文字がはっきりと認められるが判読は不明で、

字体が稚拙であるとの指摘や、朝鮮半島の金石文との

関連も指摘されている。この墨書土器は滋賀県内では、

最古級と言え、当時の人々が文字をどのように受容し

ていたのかを考える上で貴重な資料となろう。

南地区ので、方形周溝墓は一辺10mを越えるやや大

きいものが存在し、溝を共有しない単独墓の可能性が

高い。北地区の方形周溝墓と同様主体部、周溝内土坑、

周溝内ピット等を確認できなかった。南地区中央では

調査区に直交する方向の古墳時代前期の流路を検出し

た。今市遺跡の東約300m程に所在する八ノ坪遺跡では

古墳時代前期の衣笠型木製品を出土した流路を検出し

ているが、流路の方向と時期がほぼ一致することから

何かしらの関連があるのかもしれない。なおこの流路

より南では方形周溝墓は確認できなかった。また縄文

時代晩期以前の沼状遺構を南地区南部で検出した。問

時代の土器は埋土上層より若干数出土しており、埋土

中層から下層にかけては水性植物を主体とする植物遺

存体を多量に含む層が約1mの厚さで堆積していた。

(側滋賀県文化財保護協会大道和人)

11.縄文時代から中世の遺構を検出(第28次調査)
いせ

守山市伊勢町伊勢遺跡

伊勢遺跡は守山市の南部、伊勢町集落を中心に広が

る集落遺跡である。これまで28次におよぶ調査が行わ

れ、縄文時代後期から近世にかけての遺構・遺物が検

出されている。諦査は土地区画整理事業に伴い、昨年

度に引き続き、遺跡が立地している微高地の南辺とそ

の南側の{岳地部の約9，OOOm2を対象としている。
今年度の調査では、これまでに縄文時代の竪穴住居

1棟、弥生時代後期の溝・旧河道・方形周溝墓群、古

墳時代前期の旧河道・古墳時代後期の竪穴住居1棟・

溝、奈良時代から平安時代の旧河道、鎌倉時代の掘立 r
柱建物・井戸・溝・!日河道などを検出している。

縄文時代の竪穴住居は後世の削平をうけているため

プランや規模は明確でトないが、状況から直径5m程の

円形住居であろうと推定している。住居の中央からは

石囲炉が出土しているが、 2つを残して石がすべて抜

き取られていた。

弥生時代後期の!日河道は幅約20m、深さ約2m程の

規模で、北東側肩口から多量の土器が出土した。土器

は壷・翠・鉢・高杯・器台があり、完形のものも多く

含まれる。この旧河道から栗東町界にかけては生活遺

構は皆無である(低湿地状の地形を想定)。方形周溝墓

は集落の西側微高地上で現在までに 6基検出している。

規模は一辺が7'"'-'10m程である。

奈良時代から鎌倉時代の旧河道は遺跡が立地する微

高地の縁辺を流れる現河川近くで検出した。このうち

平安時代の!日河道の肩口付近からは集石遺構を 4箇所

検出した。「隆平永宝J1点や斎串状木製品2点が集石
付近から出土したのをはじめ、木片の燃えかすが旧河

道内から出土したことから、祭紀にかかわるものであ

ると考えられる。

(守山市教育委員会小島睦夫)

旧河道内土器出土状況
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